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はじめに: 白血球の遊走性は重要な免疫生体防御反応の一つであることから、アレルギー性炎症

や癌細胞に対する自己免疫などとの深い関わりが予想され、注目されている。ケモカインは標的

細胞の遊走活性化作用という特異的な役割を有しており、ケモカインに対する細胞の応答を解析

することが免疫機能解明において重要である。一方、当研究室では遠心駆動による一細胞を捕捉

するマイクロ流体デバイスをこれまでに開発してきた[1]。このデバイス技術をもとに本研究では

ケモカインによる細胞遊走性を評価するためのマイクロ流体デバイスの開発を行った。 

実験： シリコンウェーハ上に SU-8レジストをスピンコートした後、流路パターンの UV 露光お

よび現像を行い流路モールドを作製した。モールドに PDMS を流し込み、80℃、3時間で硬化さ

せた。 

モールドから PDMS を剥離した後、接合面に O2プラズマ処理を行い、ガラス基板と接合した。

作製したマイクロ流体デバイスはディスク状で、中央部に細胞とケモカインを導入するインレッ

トがあり、またそれぞれ細胞捕捉用チャネルおよびケモカインチャネルが外側に向かって並列し

た構造となっている。細胞捕捉用チャネルのインレットにケモカイン受容体 CXCR4を発現する

Jurkat細胞を注入し、遠心駆動によって細胞捕捉用チャネルへの導入およびトラップサイトへの

１細胞捕捉を行った。Jurkat細胞はあらかじめ CFSE 染色している。ケモカイン CXCL12 を同様

に導入した後、細胞捕捉用チャネルとケモカインチャネルを接続した遊走評価チャネル（高さ 4

㎛、幅 4㎛、長さ 1000㎛）が配置されている（Fig1）。遊走評価チャネルでの細胞の移動を観測

し、移動距離を計測した。 

結果:  1200rpmで遠心することによって Jurkat細胞を細胞捕捉用チャネル内のトラップサイトで

捕捉することに成功した。ケモカイン CXCL12 をケモカインチャネルに導入した後、遊走評価チ

ャネル内に Jurkat細胞が進

入し、移動する様子を捉え

ることができた。細胞移動

の平均速さは 1.1㎛/min で

あった（Fig2,3）。これらの

結果より、１細胞のケモカ

インに対する遊走評価を

行えることが確かめられた。 
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